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〈小
特
集
　
留
学
生
か
ら
見
た
日
本
文
学
研
究
〉

中
国
に
お
け
る
日
本
古
典
文
学
研
究
の
状
況

謝
　
エエ
群

日
本
の
古
典
文
学
は
、
中
国
の
古
代
文
学
、
文
化
と
密
接
な
関
係
に

あ
る
た
め
か
、
中
国
の
日
本
文
学
研
究
に
お
い
て
も
ホ
ッ
ト
な
テ
ー
マ

の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
い
く
つ
か
の
項
目
に
分
け
て
、

中
国
に
お
い
て
日
本
の
古
典
文
学
が
ど
の
よ
う
に
研
究
・紹
介
さ
れ
て

い
る
か
を
考
察
す
る
。

一
、
研
究
文
献
の
数
か
ら
見
る

中
国
に
お
け
る
日
本
古
典
文
学
の
研
究
と
紹
介

中
国
に
お
け
る
日
本
古
典
文
学
研
究
の
状
況
を
考
え
る
前
に
、
先

ず
、
中
国
に
お
け
る
日
本
文
学
の
研
究
や
紹
介
の
全
体
像
を
、
研
究
文

献
の
数
か
ら
見
て
み
た
い
。
一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
樹
立
以

後
、　
一
九
九
三
年
ま
で
の
日
本
文
学
関
係
の
研
究
と
紹
介
は
、
「中
国

日
本
学
文
献
総
目
録
』
（中
国
人
事
出
版
社
・
一
九
九
五
）
に
示
さ
れ
て
い

る
。
次
の
表
は
そ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
筆
者
が
統
計
し
た
も
の
で
あ

２つ
。

１
、
作
品
の
評
価
と
研
究

総
合
　
　
一
一
一
部

（う
ち
、
古
典
文
学
に
関
す
る
も
の
は
三
部
。
２
．７％
）

詩
歌
　
　
一
一
一
一部

（う
ち
、
古
典
文
学
に
関
す
る
も
の
は
五
三
部
。
″
％
）

小
説

　

一
エ
ハ
人
部

（う
ち
、
古
典
文
学
に
関
す
る
も
の
は
三
四
部
。
‐２
．
７
％
）

２
、
文
学
史

。
文
学
思
想

総
合
　
　
七
四
部

（う
ち
、
古
典
文
学
に
関
す
る
も
の
は
五
部
。
６
．
７
％
）

戦
後
文
学

四
八
部

作
家
論

一
一五
人
部

（う
ち
、
古
典
文
学
に
関
す
る
も
の
は
一
部
。
“
％
）

詩
歌
　
　
一
四

一
部

（う
ち
、
古
典
文
学
に
関
す
る
も
の
は
九
部
。
６
．
３
％
）

戯
曲

。
シ
ナ
リ
オ
　
一
七
〇
部

（う
ち
、
古
典
文
学
に
関
す
る
も
の
は
一
部
。
０
・
７
％
）

３
、
作
品
紹
介

（訳
書

・
ア
ン
ソ
ロ
一ン
ー
・
ダ
イ
ジ
エ
ス
ト
）

八
七
六
部

（う
ち
、
古
典
文
学
に
関
す
る
も
の
は
八
部
。
０
。
９
％
）

４
、
中
国
文
学
と
日
本
文
学
の
比
較
論

四
二
人
部
　
（う
ち
、
古
典
文
学
に
関
す
る
も
の
は
五
九
部
。
‐３．７％
）

右
の
統
計
を
ま
と
め
る
と
、
一
九
九
二
年
ま
で
に
、
中
国
で
発
表
さ

れ
た
日
本
の
古
典
文
学
に
関
す
る
文
献
は

一
七
三
部
と
な
っ
て
い
る
。
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ま
た
、
＊
を
付
し
た
項
目
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
部
数
の

一
番
多

い
項
目
３
で
は
、
人
七
六
部
の
う
ち
、
七
九
五
部
が
訳
書
で
あ
る
。
日

本
文
学
の
研
究
よ
り
も
、
日
本
文
学
の
紹
介

・
翻
訳
の
方
が
多
か
っ
た

と
言
え
よ
う
。
項
目
４
で
は
、
四
二
人
部
の
う
ち
、
魯
迅
、
郭
沫
若
、
周

作
人
の
よ
う
な
、
日
本
留
学
を
経
験
し
、
日
本
文
学
と
密
接
な
関
係
の

あ
る
人
と
作
品
に
関
す
る
も
の
二
四
人
部
を
除
い
て
、
一
人
〇
部
と
な

る
。
劉
振
漱

「
日
本
近
代
文
学
中
的
自
然
主
義
与
現
実
主
義
」
（「北
京

大
学
学
報
」
一
九
八
一
上
Ｃ
、
王
長
新

「自
然
主
義
与
日
本
自
然
主
義
文

学
」
翁
日
語
学
習
与
研
究
」
一
九
八
四
・
四
）
、
陳
私

「
日
本
現
代
非
虚
構

文
学
浅
探
」
含
外
国
文
学
動
態
」
一
九
八
七
）
の
よ
う
な
論
考
が
多
い
が
、

そ
の
う
ち
、
日
本
の
古
典
文
学
に
関
す
る
の
は
五
九
部
で
、
３２
．
７
％
と
な

る
。
」ゝ
の
数
か
ら
も
、
中
国
学
者
の
日
本
古
典
文
学
に
対
す
る
関
心
は
、

日
本
文
学
全
体
の
中
で
、
相
当
の
比
重
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
ろ

うヽ′。

一
一、
研
究
分
野
か
ら
見
る
中
国
に
お
け
る
日
本
古
典
文
学
研
究

一
方
、
研
究
範
囲
か
ら
見
て
い
く
と
、
作
品
と
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
言
え

ば
、
詩
歌
の
研
究
が

一
番
多
く
見
ら
れ
る
。
先
ほ
ど
の
統
計

（１
、
作

品
の
評
価
と
研
究
）
の

「詩
歌
」
の
項
目
で
分
か
る
よ
う
に
、
詩
歌
研
究

の
５０
％
近
く
は
古
典
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
沈
策

コ
万
葉

集
』
中
的
雑
歌
」
含
四
平
師
院
学
報
」
一
九
七
九
・
四
）
、
王
錫
像

「奈
良

朝
文
化
与

『万
葉
集
ヒ

（「日
本
研
究
」
一
九
八
四
）
、
呂
莉

「万
葉
集
か

ら
日
本
文
学
の
形
成
を
見
る
」
含
日
本
学
刊
」
一
九
九
こ
、
「
西
渡
り
」

考
―
万
葉
集
第
四
人
首
に
つ
い
て
の
検
討
」
（「日
語
学
習
与
研
究
」
一
九

九
二Ｃ

の
よ
う
な
論
考
が
あ
る
。
「万
葉
集
」
、
「古
今
和
歌
集
』
及
び
俳

諧
に
関
す
る
も
の
が
も

っ
と
も
多
い
が
、
謡
曲
、
狂
言
に
関
す
る
も
の

は
そ
れ
ぞ
れ

一
部
し
か
な
い
。

詩
歌
以
外
の
ジ
ャ
ン
ル
の
も
の
と
い
え
ば
、
物
語
の

「竹
取
物
語
」
、

「源
氏
物
語
」
、
「平
家
物
語
」
、
「太
平
記
」
、
随
筆
の

『方
丈
記
」
、
「徒

然
草
」
な
ど
の
作
品
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
「源
氏
物
語
』
が

も

っ
と
も
早
く
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
、
論
考
も
数
多
く
あ
る
。
詳
し
く

は
張
龍
妹

「中
国
に
お
け
る

「源
氏
物
語
』
研
究
」
（「む
ら
さ
き
」
第
二

十
輯
・
一
九
九
三
・
〓
し
を
参
照
さ
れ
た
い
。
「源
氏
物
語
』
関
係
以
外

の
論
考
と
し
て
は
、
武
殿
助

「
「竹
取
物
語
』
的
出
典
」
η
山
東
外
語
教

育
」

一
九
八
〇
）
、
郵
鳴

「太
平
記
に
お
け
る
中
国
故
事
説
話
の
方
法
」

含
都
大
論
究
」
一
九
九
一
二
こ
、
丁
国
基

「文
学
の
た
め
の
無
常
観
の
限

界
を
破
る
作

『方
丈
記
ヒ

（『日
本
文
学
研
究
』
吉
林
大
学
出
版
社
・
一
九
九

四
）
な
ど
が
あ
る
。

三
、
研
究
方
法
か
ら
見
る

中
国
に
お
け
る
日
本
古
典
文
学
の
研
究

研
究
方
法
か
ら
見
る
と
、
日
本
の
古
典
作
品
ま
た
は
作
家
そ
の
も
の

に
つ
い
て
の
研
究
は
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
主
と
し
て
比
較
対
照
の

手
法
を
も
つ
も
の
が
絶
対
多
数
を
占
め
る
。
比
較
対
照
の
範
囲
は
大
変
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広
く
、
視
点
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
例
え
ば
、
沈
新
林

「両
部
驚
人
相

似
的
巨
著
―
論

『紅
楼
夢
』
与

『源
氏
物
語
」
的
異
同
」
翁
塩
城
師
範
専

門
学
校
学
報
」

一
九
八
五
二
こ
、
計
鋼

「
ヨ
一国
志
』
与

『平
家
物
語
ヒ

翁
日
語
学
習
与
研
究
」
一
九
八
七
上
Ｃ
、
郵
嶺

「試
論

「三
国
演
義
』
与

『太
平
記
』
中
戦
争
描
写
的
異
同
」
含
福
建
師
範
大
学
学
報
」
一
九
八
九
）
、

「
太
平
記
」
と

「三
国
志
』
の
構
成
に
つ
い
て
の
比
較
研
究
」
含
第
二

回
日
本
学
日
中
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
論
文
集
』
一
九
九
一
）
、
王
長
新

「
『水
滸

伝
』
与

『南
総
里
見
八
犬
伝
ヒ

（「現
代
日
本
経
済
」
一
九
九
〇
二
し
、
林

少
華

「中
日
古
代
詠
梅
詩
異
同
管
窺
」
（「日
語
学
習
与
研
究
」
一
九
九
二
・

こ
、
馬
興
国

「唐
代
的
伝
奇
小
説
与
江
戸
文
学
」
（「日
本
研
究
」
一
九
九

一
・
四
）
、
丁
国
基

「中
日
隠
遁
文
学
之
我
見
」
含
日
本
文
学
研
究
』
一
九

九
四
）
な
ど
が
あ
る
。

日
本
古
典
文
学
に
お
け
る
中
国
文
学
の
受
容
に
関
す
る
論
文
も
あ

る
。
例
え
ば
、
馬
興
国

コ
遊
仙
窟
』
在
日
本
的
流
伝
及
影
響
」
（「日
本

研
究
」
一
九
八
七
・
四
）
、
高
文
漢

「試
析
中
国
古
代
社
会
対

『源
氏
物

語
』
的
影
響
」
翁
日
語
学
習
与
研
究
」
一
九
九
一
・
五
）
、
馬
興
国

「
日
本

文
学
対

「捜
神
記
』
的
吸
収
与
借
鑑
」
含
中
日
比
較
文
学
論
集
』
吉
林
大

学
出
版
社
・
一
九
九
三
）
、
陳
岩

「
「貧
窮
問
答
歌
」
と
漢
晋
時
代
の
貧
を

詠
っ
た
詩
」
貧
日
本
文
化
研
究
』
長
春
出
版
社
二
一〇
〇
〇
）
な
ど
が
あ
る
。

四
、
研
究
機
関
と
研
究
者

中
国
に
は
、
日
本
古
典
文
学
専
門
の
研
究
機
関
は
な
い
が
、
日
本
文

学
の
研
究
会
と
し
て
、
古
典
文
学
も
研
究
す
る
学
術
団
体
が
二
つ
あ

る
。
一
つ
は
中
国
日
本
文
学
研
究
会

（会
長
は
李
亡
）
と
い
い
、
全
国
各

大
学
、
研
究
所
、
研
究
者
の
連
携
を
強
化
し
、
日
本
文
学
の
研
究
を
促

進
す
る
の
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
」ヽ
の
研
究
会
は
三
年
間
に

一

回
学
会
を
開
き
、
そ
の
分
科
会
で
日
本
古
典
文
学
の
研
究
発
表
が
あ

る
。
も
う

一
つ
は
中
国
中
日
比
較
文
学
研
究
会

（会
長
は
厳
紹
重
）
で
あ

る
。
不
定
期
で
研
究
会
を
開
き
、
研
究
論
文
を
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
研
究
所
と
し
て
、
北
京
日
本
學
研
究
セ
ン
タ
ー
、
北
京
大
学

中
日
文
化
与
文
学
関
係
研
究
室
、
北
京
大
学
日
本
文
化
研
究
所
、
吉
林

大
学
中
日
近
代
文
学
関
係
研
究
室
、
武
漢
大
学
中
日
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
、
大
連
外
国
語
学
院
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
は
、
日
本

の
古
典
文
学
に
関
す
る
研
究
が
見
ら
れ
る
。
日
本
文
学
の
研
究
者
は
三

種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
第

一
は
大
学
の
日
本
文
学
の
教
員
で
、
教
え
な

が
ら
研
究
を
進
め
る
者
で
あ
る
。
第
二
は
大
学
の
中
国
文
学
の
教
員

で
、
中
国
古
典
文
学
研
究
の
視
野
か
ら
日
本
古
典
文
学
を
研
究
す
る
者

で
あ
る
。
第
三
は
社
会
科
学
院
の
研
究
所
で
研
究
を
専
門
と
す
る
者
で

あ
る
。

五
、
中
国
で
翻
訳
さ
れ
た
主
な
古
典
作
品

近
代
、
現
代
の
小
説
の
翻
訳
に
比
べ
て
、
古
典
作
品
の
翻
訳
は
少
な

い
が
、
今
ま
で
に
、
中
国
で
翻
訳
さ
れ
た
主
な
古
典
作
品
を
あ
げ
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。
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『竹
取
物
語
』
（抄
訳
）　
　
　
　
（金
福
訳

。
「世
界
文
学
」
一
九
八
〇
）

「源
氏
物
語
』
　
　
　
　
（豊
子
慢
訳

・
人
民
文
学
出
版
社

・
一
九
八
二
）

『平
家
物
語
」
　

（周
啓
明
、
申
非
訳

。
人
民
文
学
出
版
社

・
一
九
八
四
）

『落
窪
物
語
」
　
　
　
　
（豊
子
慢
訳

・
人
民
文
学
出
版
社

・
一
九
八
四
）

「日
本
古
代
随
筆
選
』
清
少
納
言

・
吉
田
兼
好
著

（周
作
人
、
王
以
鋳
訳

・
人
民
文
学
出
版
社

・
一
九
八
八
）

『浮
世
操
堂

。
浮
世
理
髪
館
』

（周
作
人
訳

・
人
民
文
学
出
版
社

・
一
九
八
九
）

『雨
月
物
語
』
　

　

　

（間
小
妹
訳

。
人
民
文
学
出
版
社

・
一
九
九
〇
）

「南
総
里
見
八
大
伝
」

（李
樹
果
訳

・
天
津
大
学
出
版
社

・
一
九
九
二
）

「好
色

一
代
男
』
　

　

　

（王
啓
元
等
訳

・
滴
江
出
版
社

。
一
九
九
六
）

『好
色

一
代
女
』　
　
　
　
（王
啓
元
等
訳
・
滴
江
出
版
社

・
一
九
九
六
）

近
年
に
な
っ
て
、
親
し
み
や
す
い
近
世
の
庶
民
文
学
の
翻
訳
の
出
版

が
目
立
っ
て
い
る
。

六
、
最
近
の
研
究
動
向

最
近
の
研
究
と
し
て
は
、
山
東
大
学
の
高
文
漢
教
授
の

「中
日
古
代

文
学
比
較
研
究
』
（山
東
教
育
出
版
社
・
一
九
九
九
）
が
あ
る
。
こ
の
本
は

第

一
章
に
、
大
和
時
代
の
神
話
比
較
研
究
、
漢
文
学
比
較
研
究
、
懐
風

藻
と
中
国
六
朝
、
初
唐
の
詩
歌
の
比
較
、
万
葉
集
に
見
ら
れ
る
中
国
文

学
の
要
素
が
書
か
れ
て
お
り
、
以
下
、
平
安
時
代
の
漢
文
学
、
竹
取
物

語
と
中
国
民
間
文
学
、
源
氏
物
語
に
見
ら
れ
る
中
国
文
学
の
影
響
な
ど

の
内
容
か
ら
な
る
第
二
章
、
鎌
倉
時
代
、
室
町
時
代
に
関
す
る
第
三
章
、

江
戸
時
代
に
関
す
る
第
四
章
と
続
く
中
国
語
四
六
万
字
の
大
作
で
あ

る
。
ま
た
、
正
式
な
学
術
団
体
で
は
な
い
が
、
北
京
日
本
学
研
究
セ
ン

タ
ー
の
日
本
古
典
文
学
研
究
会

（代
表
者
は
張
龍
妹
）
で
は
、
大
学
院
生

と
若
手
教
員
を
中
心
に
、
合
宿
、
読
書
会
を
通
じ
て
、
古
典
文
学
の
研

究
を
し
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
古
典
文
学
研
究
辞
典
の
編

集
も
な
さ
れ
て
い
る
。
日
本
留
学
か
ら
戻
っ
た
博
士
課
程
を
修
了
し
た

着
手
研
究
者
の
中
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
研
究
を
し
て
い
る
人
が
い
る
。

例
え
ば
、
藤
原
定
家
の
和
歌
の
研
究

（北
京
大
学
・先
雪
艶
）
、
「古
事
記
」

の
研
究

（首
都
師
範
大
学
・李
均
洋
）
、
「万
葉
集
』
の
研
究

（北
京
対
外
貿

易
経
済
大
学
・
馬
君
）
な
ど
が
あ
る
。

残
念
な
が
ら
、
中
国
に
は
日
本
古
典
文
学
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
日

本
文
学
の
専
門
の
研
究
誌
が
ま
だ
な
い
。
関
連
す
る
文
献
目
録
も
、
「中

国
日
本
学
文
献
目
録
』
以
後
は
な
い
。
研
究
の
実
状
を
正
確
に
つ
か
む

の
は
大
変
難
し
い
こ
と
と
言
え
よ
う
。
中
国
に
お
け
る
日
本
古
典
文
学

の
研
究
の

一
斑
を
紹
介
し
、
日
本
の
古
典
文
学
研
究
の
参
考
に
で
も
な

れ
ば
と
思
う
。

（し
ゃ

。
り
つ
ぐ
ん
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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